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「
聖
霊
降
臨
」
と
は
聖
霊
が
私
た
ち
に
与

え
ら
れ
た
、
私
た
ち
に
降
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
で
は
こ
の
「
聖
霊
」
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。 

「
霊
」
と
い
う
言
葉
は
ヘ
ブ
ル
語
で
は

「
霊
」
と
訳
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、「
風
」

と
か
「
息
」
と
も
訳
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て

も
う
一
歩
広
げ
て
考
え
て
み
ま
す
と
、
こ

の
元
の
こ
と
ば
か
ら
「
動
く
も
の
」
あ
る

い
は
「
動
か
す
も
の
」
と
い
う
内
容
が
浮

か
ん
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
息
に
し
て
も
、

風
に
し
て
も
、
目
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど

「
何
か
を
動
か
す
力
あ
る
も
の
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。 

 

福
音
書
も
こ
の
命
の
息
、
聖
霊
に
つ
い

て
記
し
て
い
ま
す
。
十
字
架
上
で
主
イ
エ

ス
が
亡
く
な
り
、
弟
子
た
ち
は
す
っ
か
り

打
ち
の
め
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
家
の
戸
に

鍵
を
か
け
、
心
ま
で
閉
ざ
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
弟
子
た
ち
の
真
ん
中
に
イ
エ
ス
が

立
た
れ
て
「『
あ
な
た
が
た
に
平
和
が
あ

る
よ
う
に
、
父
が
わ
た
し
を
お
遣
わ
し
に

な
っ
た
よ
う
に
、
わ
た
し
も
あ
な
た
が
た

を
遣
わ
す
』
そ
う
言
っ
て
か
ら
、
彼
ら
に

息
を
吹
き
か
け
て
言
わ
れ
た
。『
聖
霊
を

ネ 20:

21
‐
22
）。 

   

受
け
な
さ
い
』」（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書

20
：
21
‐
22
）。 

 
 

イ
エ
ス
か
ら
聖
霊
を
受
け
て
弟
子
た

ち
に
大
き
な
変
化
が
起
り
ま
し
た
。
イ
エ

ス
を
見
捨
て
て
逃
げ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
、
後
ろ
め
た
さ
、
絶
望
感
か
ら
死
ん
だ

よ
う
に
な
っ
て
い
た
弟
子
た
ち
の
群
れ

が
、
起
き
上
が
っ
た
の
で
す
。
復
活
し
た

の
で
す
。
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た

使
命
に
向
っ
て
弟
子
た
ち
は
動
き
だ
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
命
の
息
が
イ
エ
ス
に
よ

っ
て
弟
子
た
ち
に
吹
き
込
ま
れ
た
か
ら

で
す
。 

こ
の
こ
と
は
聖
霊
が
常
に
私
た
ち
と

共
に
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
、
共
に
働
い
て

下
さ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

が
何
ら
か
の
行
動
を
起
こ
し
、
そ
の
方
向

を
定
め
よ
う
と
す
る
時
、
聖
霊
は
必
ず
私

た
ち
の
側
に
あ
っ
て
行
く
道
を
示
し
て

下
さ
る
の
で
す
。
祈
り
と
共
に
私
た
ち
が

一
つ
の
決
断
を
す
る
時
、
聖
霊
の
働
き
が

私
た
ち
に
及
ん
で
く
る
と
信
じ
ま
す
。
聖

霊
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
弟
子
た
ち
の

よ
う
に
、
聖
霊
の
働
き
と
導
き
を
信
じ
て

私
た
ち
も
遣
わ
さ
れ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。 

 

５
月
～
６
月
の
予
定 

 

◆
５
月 

19
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
新
約
） 

24
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
日 

25
日
㈪ 

司
祭
教
会
博
士
ビ
ー
ド 

26
日
㈫ 

主
教
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
オ
ー
ガ
ス

チ
ン 

 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

27
日
㈬ 

29
日
㈮ 

30
日
㈯ 

夏
期
聖
職
按
手
節 

31
日
㈰ 

三
位
一
体
主
日 

聖
霊
降
臨
後
第
１
主
日 

◆
６
月 

1
日
㈪ 

６
月
逝
去
者
記
念
聖
餐
式 

 
 
 
 

殉
教
者
ジ
ャ
ス
チ
ン 

2
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
新
約
） 

3
日
㈬ 

ア
フ
リ
カ
の
殉
教
者 

4
日
㈭ 

聖
餐
感
謝
日 

5
日
㈮ 

殉
教
者
主
教
ボ
ニ
フ
ェ
ー
ス 

 
 
 
 
 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

7
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
2
主
日 

9
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

 
 
 
 

修
院
長
コ
ロ
ン
ド 

11
日
㈭ 

使
徒
聖
バ
ル
バ
ナ
日 

14
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
3
主
日 

16
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
新
約
） 

19
日
㈮ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

21
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
4
主
日 

22
日
㈪ 

殉
教
者
オ
ル
バ
ン 

23
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

28
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
5
主
日 
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カ
ッ
ト 

イ
ー
ス
タ
ー
・
ヴ
ィ
ジ
ル
の 

 
 
 

礼
拝
を
捧
げ
ら
れ
る
幸
せ 

 

二
年
前
に
父
の
在
宅
介
護
か
ら
解
放

さ
れ
、
平
日
の
礼
拝
に
も
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
み
て
、
毎
月
の
逝
去
者
記
念

礼
拝
を
は
じ
め
大
勢
の
方
々
が
平
日
に

も
か
か
わ
ら
ず
出
席
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
復
活
日
の
前
の
大
切
な
聖
な
る

3
日
間
、
聖
木
曜
日
（
４
月
２
日
）、
聖

金
曜
日
、
聖
土
曜
日
の
う
ち
イ
ー
ス
タ

ー
・
ヴ
ィ
ジ
ル
の
礼
拝
の
状
況
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

イ
ー
ス
タ
ー
・
ヴ
ィ
ジ
ル
は
復
活
の
朝

へ
と
続
く
、
初
代
教
会
の
時
代
か
ら
大
切

に
守
ら
れ
て
き
た
礼
拝
で
す
。
礼
拝
は
午

後
7
時
か
ら
参
列
者
は
暗
闇
の
中
、ろ
う

そ
く
を
手
に
聖
堂
入
口
に
集
ま
り
、
新
火

の
祝
別
に
始
ま
り
、
パ
ス
カ
ル
・
キ
ャ
ン

ド
ル
（
復
活
の
ろ
う
そ
く
）
の
点
火
、
入

堂
行
列
、
聖
卓
前
で
復
活
の
ろ
う
そ
く
の

火
か
ら
、
各
々
、
手
に
し
て
い
る
ろ
う
そ

く
に
火
を
点
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
後
、

日
課
の
朗
読
（
第
1
日
課
か
ら
第
7
日

課
）、
洗
礼
の
約
束
の
更
新
、
聖
餐
式
へ

と
続
き
ま
す
。 

 

私
は
今
回
で
２
回
目
の
参
加
で
す
が
、

今
年
は
、
教
父
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
の
で

特
に
「
洗
礼
の
約
束
の
更
新
」
で
は
思

い
を
新
た
に
し
、
堅
信
志
願
者
の
方
か
ら

有
意
義
な
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に

に
感
謝
し
ま
す
。 

 

さ
て
、日
本
聖
公
会
東
京
教
区
で
は
33

教
会
・
２
礼
拝
堂
に
対
し
て
聖
職
者
が
不

足
し
、
主
教
（
３
教
会
の
管
理
牧
師
）
を

始
め
、
お
一
人
の
司
祭
が
複
数
の
教
会
を

牧
会
す
る
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と

は
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
三
光
教
会
は
、
主
日
の

礼
拝
は
勿
論
の
こ
と
、
平
日
の
礼
拝
、
ひ

か
り
の
予
定
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
祝

日
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝

し
ま
す
。 

 

今
後
は
、
他
教
会
の
信
徒
の
皆
様
に
も

イ
ー
ス
タ
ー
・
ヴ
ィ
ジ
ル
を
始
め
と
し
た

礼
拝
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

三
光
教
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内

し
ま
す
。 

 

復
活
日
の
前
日
は
、
教
会
内
外
の
清
掃
、

翌
日
の
持
ち
寄
り
愛
餐
会
の
食
事
の
準

備
等
で
大
変
で
す
が
、
来
年
は
準
備
を 

簡
単
に
す
る
な
ど
工
夫
し
て
ク
リ
ス
マ

ス
・
イ
ヴ
礼
拝
の
よ
う
に
ご
家
族
で
イ
ー

ス
タ
ー
・
ヴ
ィ
ジ
ル
の
礼
拝
に
是
非
、
ご

参
加
下
さ
い
。 

（
礼
拝
委
員
会
副
委
員
長 

吉
川 

晃
） 

 

■
初
め
て
の
イ
ー
ス
タ
ー
礼
拝 

 

こ
の
イ
ー
ス
タ
ー
礼
拝
は
私
に
と
っ

て
初
め
て
の
礼
拝
で
し
た
。
200
人
以
上 

出
席
者
が
あ
っ
て
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
も
よ

く
響
い
て
、
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

来
年
も
ぜ
ひ
出
席
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

（
ア
コ
ラ
イ
ト 

福
井
康
一
郎
） 

  
 

婦
人
会
だ
よ
り 

 
 

４
月 

 

４
月
19
日 

出
席
者
35
名 

聖
歌
179
番
に
続
き
、神
﨑
司
祭
の
お
祈

り
の
後
、「
聖
書
の
中
の
女
性
た
ち
」
の

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

今
回
は
、
最
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
の
指

導
者
達
と
家
の
教
会
に
つ
い
て
、
特
に
使

徒
言
行
録
に
あ
る
、
紫
布
を
商
う
行
商
人

で
あ
り
、
家
の
教
会
の
伝
道
者
で
も
あ
っ

た
リ
デ
ィ
ア
（
使
16

：

4
）
と
、
パ
ウ

ロ
と
共
に
テ
ン
ト
を
作
り
な
が
ら
家
の

教
会
を
始
め
た
伝
道
者
（
使
18

：

2
‐

3
）プ
リ
ス
カ
と
ア
キ
ラ
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た
。 

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
り
。 

 
フ
ィ
リ
ピ
ン
の 

ス
テ
パ
ノ
教
会
が
来 

日
す
る
5
月
22
日
～
27
日
の
う
ち
、
25 

日
の
夕
食
を
婦
人
会
が
担
当
す
る
。 

・
宣
教
委
員
会
よ
り 

 

春
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に

26
名
が
参
加
。
内
3
名
が
新
入
中
学
一

年
生
の
母
親
。
楽
し
い
分
か
ち
合
い
が
あ

っ
た
と
の
報
告
。 

・「
い
わ
き
市
希
望
の
杜
福
祉
会
」
よ
り
、 

購
入
感
謝
の
お
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
記
・
藤
田
清
子
） 

 
 

男
子
会
だ
よ
り 

  

４
月 

４
月
19
日
に
４
月
度
定
例
会
を
開

催
。
出
席
者
13
名
。 

・
研
修
旅
行
は
、「
横
浜
山
の
手
洋
館
と

教
会
め
ぐ
り
」で
す
。６
月
６
日（
土
）、

午
後
１
時
現
地
集
合
、
散
策
の
後
、
中

華
街
で
食
事
を
し
ま
す
。
被
災
地
訪
問

が
続
い
た
の
で
、
気
楽
な
日
帰
り
に
し

ま
し
た
。途
中
参
加
、帰
宅
も
大
丈
夫
、

女
性
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。 

・
恒
例
の
女
性
と
小
学
生
以
下
無
料
の

「
母
の
日
食
事
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
ま
ぐ

ろ
丼
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
幸
い
で
し
た
。 

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス
テ
パ
ノ
教
会
御
一
行

の
来
日
の
際
の
応
対
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。 

 
 

（
記
・
伊
藤
和
彦
） 

  

春
の
教
会
ワ
ー
ク
、 

天
候
に
恵
ま
れ
無
事
に
終
了 

 

４
月
25
日
㈯
９
時
か
ら
、春
の
ワ
ー
ク

を
実
施
し
ま
し
た
。
例
年
、
教
会
の
外
回

り
や
厨
房
、
普
段
手
の
廻
ら
な
い
箇
所
の

大
掃
除
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
お
客
様
が
宿
泊
す



（3） 

 

 

 

る
た
め
に
副
牧
師
館
の
水
廻
り
の
点

検
・
清
掃
、
床
の
補
修
、
家
具
の
修
理
等
、 

〝
し
ろ
う
と
〟
に
よ
る
「
匠
」
の
よ
う
な 

見
事
な
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
総
勢
30
名
、み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。 
（
記
・
頼 

仰
史
） 

      

聖
ヒ
ル
ダ
会
の
事
業
を
支
え
る
た
め 

「
五
東
由
衣
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
花
束
」 

 

元
劇
団
四
季
メ
ン
バ
ー
の
五
東
由
衣 

さ
ん
（
藤
沢
聖
マ
ル
コ
教
会
信
徒
）
ら
３

人
の
出
演
に
よ
る
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
ナ
ン
バ
ー
。 

 

日
時 

６
月
13
日
㈯ 

13
時
30
分
～ 

 

会
場 

戸
塚
公
会
堂
（
横
浜
市
） 

 

入
場
料 

三
千
円
（
前
売
二
千
五
百
円
） 

 

ベ
タ
ニ
ヤ
ホ
ー
ム
と
三
光
教
会
は
古

く
か
ら
ご
縁
が
深
く
、
こ
の
公
演
を
後
援

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
三
光
教
会
の
聖
堂
に
貼

っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
窓
口
は

橋
本
夏
子
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
・
橋
本
夏
子
） 

 [

訂
正]

 

前
号
大
斎
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
❸
回
の
報
告
記
事
で
、「
名
取
市
の
箱

塚
佐
倉
団
地
」
と
あ
る
の
は
「
名
取
市
の

箱
塚
桜
団
地
」
が
正
し
く
、
訂
正
い
た
し

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
(

編
集
部)

 

  
 

 

                         

教会のお掃除にご協力を 
 

聖堂内外のお掃除の協力者が

少なくなりました。土曜日の午

前10時からお昼までご奉仕くだ

さい。ご協力いただける方は直

接参加してください。 

  

 はじめて教会にいらした方へ 

礼拝様式に馴れない方は礼拝中

椅子にお掛けになったままで結

構です。 

 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるも

のです。金額は自由です。 

 わからない点は隣の席の者か

案内係にお聞きください。 

  

礼拝のご案内 

■主日礼拝 

 午前 7:00 早祷・嘆願 

 午前 7:30 聖餐式 

 午前 9:00 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 

■平日礼拝 

月曜日から土曜日までは、

毎朝 6:30 の早祷に引き続

いて聖餐式 
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チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 
 

―
ご
協
力
の
お
願
い
― 


